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小
石
原
川
ダ
ム
建
設
推
進

事
業
で
、
水
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
採
用
予
定
が
あ
る
。
水
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は
。

　
　

本
市
の
水
環
境
な
ど
の
方

向
性
を
検
討
す
る
水
政
策
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

市
内
の
河
川
に
係
る
関
係
機
関

と
の
調
整
な
ど
を
行
う
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
工
学

全
般
、
あ
る
い
は
河
川
の
流
況

等
に
関
し
て
知
識
や
理
解
の
深

い
有
識
者
を
考
え
て
い
る
。

水
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
は

水
政
策
検
討
委
員
会
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
で
あ
る

ＱＡ

　　秋月博物館に建設される市民交流棟の規模は。
　　平屋200平方メートルほどの講義を行えるよう
な会議室である。
　　秋月は伝統ある地域で、甘木絞りなどを継承し
ている方々がいらっしゃる。継承と体験ができるよ
うな場所ができればよいと考えるが、そうした活用
ができるのか。
　　そのような事業に使える場所としたい。座席を
30席程度用意し、プロジェクターを使った説明や地
元住民がボランティアで説明ができるような場とし
たい。

秋月博物館の市民交流棟の目的は

地元住民がボランティアで説明など
ができる場としたい

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

　　市庁舎の配置方式を本庁方式集中型とした場合
には、本庁方式分散型と比較して建築費が約７億円
増大する。また、農林商工部が本庁に統合されれば、
将来の朝倉地域及び杷木地域の農林業振興への影響
並びに地域住民の利便性の低下が懸念される。
　建築費の抑制、朝倉・杷木支所機能の充実及び支
所の活用について、どのようにして改善を図るのか。
　　建築費の抑制については、現在活用している教
育委員会や健康課のほかにも、ピーポート甘木の一
部を庁舎として活用することを具体化し、建築規模
の縮小を図りたい。
　支所機能については、農林商工部が朝倉支所から
本庁に移動することで朝倉・杷木地域住民の利便性
を低下させないために、農林商工部関係の申請、諸
手続の事務についての支所対応を進め、支所機能を
充実することで対処したい。
　また、朝倉・杷木両支所の活用方針を早急に具体
化し、無駄のない行政運営に努めたい。

市庁舎建設費抑制の方策は

ピーポート甘木の一部を庁舎として活
用する

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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平
成
28
年
度
朝
倉
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
３
月
定
例
会
で
、

議
長
を
除
く
17
人
の
議

員
で
構
成
さ
れ
る
予
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
４
日
間
の
日
程

で
審
査
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
い
く
つ
か
の
質

疑
・
応
答
を
要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。

チェック徹底

Ｑ

　
　

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税

収
入
が
平
成
27
年
度
と
比
較
し
、

１
億
８
５
０
０
万
円
減
少
し
て

い
る
が
、
こ
の
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

　
　

個
人
市
民
税
は
平
成
27
年

度
決
算
見
込
み
を
ベ
ー
ス
に
、

景
気
変
動
や
住
宅
ロ
ー
ン
制
度

変
更
及
び
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
控
除
を
考
慮
し
編
成
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
法
人
市
民
税
に
つ
い

て
も
同
様
に
、
平
成
28
年
度
税

制
改
正
に
よ
る
減
額
を
考
慮
し

て
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
。

市
税
収
入
の
減
少
の
要
因
は

景
気
変
動
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
制
度
変
更
な

ど
を
考
慮
し
た
た
め

ＱＡ
ＡＱ
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予算を徹

朝倉市の新しい魅力を発信

事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
森
林

予算

　
　

荒
廃
森
林
再
生
事
業
の
対

象
森
林
の
条
件
は
。

　

ま
た
、
市
全
体
の
荒
廃
森
林

の
対
象
森
林
の
面
積
、
事
業
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

杉
や
ヒ
ノ
キ
が
生
え
、
15

年
以
上
未
整
備
で
、
下
草
が
な

く
山
肌
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
山
林
が
対
象
で
、
間
伐
を

行
い
、
下
草
を
生
や
し
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

　

対
象
森
林
の
面
積
は
１
５
４

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
整
備

面
積
は
平
成
27
年
度
の
見
込
み

を
含
め
て
７
５
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

進
捗
率
は
49
％
と
な
る
。

荒
廃
森
林
再
生
事
業
対
象
の
面
積
は

１
５
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
対
象
で
あ
る

ＱＡ

　　十文字公園に建設予定の総合的体育施設について、東
京オリンピック開催による建設コストの高騰は避けられな
いと考えられる。また、国の予算も東京オリンピックに計
上され、交付金の交付額が減少し、非常に厳しくなるとも
考えられる。よって、東京オリンピック以降に総合的体育
施設を建設することは、十分検討に値するのではないか。
　　東京オリンピックの関係で建設コストが上がる可能性
があるということは、現時点では何とも言えない。
　一方で、交付金については、厳しくなるということは事
実である。その件については国土交通省などに赴き、総合
的体育施設を建設するときに、交付率を上げてもらうよう
働きかける。
　ただし、合併特例債を活用する限りは、平成32年度まで
に完成させる計画である。
　　総合的体育施設の建設後はどう活用していくのか。
　　指定管理者制度により、管理者が施設を有効利用し、
自主事業を行って収入を得ることができること、また、市
民の健康づくりにもつなげていくことができることを考え
ている。民間活力も入れながら、ランニングコスト軽減を
しっかりと頭に入れ、今後の計画づくりを行いたい。

東京オリンピック以降の総合的体育施設
建設を検討できないか

合併特例債を活用し、平成32年度までに
完成させる

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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　　平成27年度にふるさと応援寄附金にお礼
品を付け、寄附金２億円の実績がでたことか
ら、平成28年度は寄附金３億円を目標として
いるが、目標に対する策は。
　また、経費はどのようになっているのか。
　　平成27年度の実績を踏まえ目標額を設定
した。お礼品として好評であったものは引き
続き確保していきたい。広告を行い、魅力的
なお礼品を増やし、寄附額３億円を目指す。
　経費については、お礼品の郵送料、市が全
額負担しているお礼品のインターネット掲載
料などである。

ふるさと応援寄附金の寄附額
目標３億円への策は

魅力的なお礼品を増やす

Ｑ

Ａ

ＡＱ

　
　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の

充
実
の
た
め
、
平
成
28
年
度
は

ど
う
事
業
展
開
す
る
の
か
。

　
　

平
成
26
年
度
に
商
品
開
発

を
市
内
業
者
な
ど
に
持
ち
か
け
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作

成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

 

ま
た
、
平
成
27
年
度
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
な
ど
で
も
紹

介
を
行
い
、
事
業
を
継
続
し
て

き
た
。

　

平
成
28
年
度
は
事
業
を
拡
充

し
、
引
き
続
き
商
品
開
発
を
行

う
と
も
に
、
地
の
利
を
活
か
し

た
福
岡
都
市
圏
で
の
販
売
を
促

進
す
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
今
後
の
展
開
は

ま
ず
は
福
岡
都
市
圏
で
の
販
売
促
進
を
行
う

ＱＡ
ＡＱ

　
　

販
売
先
と
の
提
携
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

デ
パ
ー
ト
や
百
貨
店
な
ど

の
バ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
る
と
こ
ろ

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
介
し
て
売

り
込
み
を
行
い
、
商
品
を
店
舗

に
置
い
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で

い
き
た
い
。

ＱＡ

Ａ

Ｑ
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